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鳥取・岡山両県境人形峠附近のウラン鉱調査報告

一その1人形峠の概査報告一

藤原清丸菅佐藤蔑昭梼尾上亨梼

Report　on　t恥e　Umnium－bearing　Deposit　at　t虹e：Ningyδ一丁6ge　and　its　AdJaeent

　　　　　　　　　　　　　　　　Area，Tottori　anαOkayama　Prefectures

By

KiyomarμFujiwara，Yoshiaki　Sato　and　T6ru　Onoe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　　　TheNingy6－t◎3ef・rmati・n，kn・wn貧stheuranfum－bearingdep・sitinJapan，was、

found　by・carborne　radiometric　survey　in1955．　The　writers　surveyed　the　area　in　ord6r　to

determine　the　distribution聖of　the　uranium－bearing　formation。

　　　　　　The　Philipsン“Pocket　Battery　Monitor”was　used　for　this　survey．

　　　　　　General　geology　of　the　area　isもtatea　briefly　as　follows：・（1）The　basement　rock　is

biotite　granite，　co耳sisting　of　a　part　of　the　large　batholith　called　the　Chロgoku　granitic　rocks，

（2）the　Ningy6－Tσge　and　the　Onbara　formations’unconformably　overlie　on：the　granite，both

formations　are　composed　of　copglomerate，sandstones　and　siltstones，having　wel1－preserved　plant

fossils，（3）the　granite　and　the『both　formations　are　covered　with　F　altemations　of　tuffaceous

conglomerate，tuffaceous　mudstone　and　arkose　sa血dstQne，named　as　the　T＆kashimizu　formation，

and　（4）　＆nd6site　Iava　overlain　on　the　top　of　the　above・stated　formations．

　　　　　　The　Ningy6－t6ge　formati6n　is　only　three　meters　or　so　in　thickness』and　the　Onbara

formation　is　Iess書han100meters．　The　Takashimizu　formation　ranges　from20to100m3ters

in　thickness．

　　　　　　Easterly’extension　of　the　Ningyδ一t6ge　formation　is　concealed　under　the　hi11，so　tha．t

its　precise　distribu重ion　is　h＆rd　to　determine　only　by’the　surface　survey．

　　　　　　The　Ningy6－t6ge　formation　might　bβ’deposited　on　a　small　old　lake，aゴd　the　Onbara

formation，which　is　newly　named　by　the　authors，might　be　formed　under　the　similar，but　more

turbulentc・nditi・n・Thelatterd・esn・t吊h・wanyradl・actiYean・maly・

　　　　　　The　above　mentioned　two　formations　m、ight　be　formed　during　sometime　between　late

Miocene　and　early　Plidcene．According　to　the　form色r　cムemicαl　analyses，the　crude　ore　from

theNingyδt6gef・rmati・nby．thepassc・ntains，an，註verage・fO、05％U．

要 旨

　昭和30年秋，鳥取・岡山両県境人形峠附近に含ウラ

ン堆積層が発見きれ，世間の注目の的になつたが，この

　＊元所員
　＊＊燃料部

含ウラン堆積層の分布範囲は不明であった。本調査は含

ウラン堆積層の分布範、囲と，これのほかに含ウラン堆積

層の有無とを知ることを主目的とし，併せて植物化石の

採集等を行つて地質時代を決定するために行われたもの

である。

　調査区域：人形峠を中央西端とする面積約40km2の
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地域

調査結果：調査地域は先第三系および花嵩岩類を基盤

とし，1これを不整合に覆う恩原層一人形峠層・高清水層

および安山岩類から構成きれている。恩原層と人形峠層

とは準平原上の湖成堆積物であるが1両者の直接の関係

は不明である。含ウラン堆積層は入形峠層で，鳥取・岡

山両県境人形峠附近に分布し，その層厚は2．8m±であ

る。ウラン含有率は当所調査員片山信夫（東大教授）ら

の調査によると0，95～0．06％である。

、1．緒　言

1．1調査の目的

昭和30年11月カーボン調査によって人形峠附近に放

射能強度の異常が認められ，その後の地質調査で含ウラ

ン堆積層が確認きれた。本調査は・この含ウラン堆積層の

分布範囲を知るとともに，附近にこれと同様の堆積物の

有無を調査することを主目的とし，併せて植物化石の採

集等を行い，含ウラン堆積層の地質時代を決定し，今後

の探査の資料にしようとするものである。

1．2　調査員および期問

通商産業技官　藤原　清丸

　昭和31年7月5日　8月19日　46日間

通商産業掠官　佐藤　良昭

　昭和31年7月’5日　8月4日　31日間　．

通商産業技官．尾上　　亨

　昭和31年8月2甘18、月19日　18日間

地質調査は藤原と佐藤が，植物化石の採集と同定は尾

上がそれぞれ担当した。なお植物化石の同定したものに

ついては北海道大学助教授棚井敏雅に検討してもらつた。

1．3　使用測定器および測定方法

本調査には．Philips社製Pocket　Battery　Monitor

を使用し孝。測定方法はおもな露頭において，できるだ

け平らな面に計器を密着きせて，2～3分間連続してそ

の放射線数を測定し， 1分間の平均ごount数を求めた

（第1表参照）。

自然数は宿舎（鳥取県三朝町栗祖および商山県上斎原

第1表　採取試料の野外と室内との放射能強度測定値表

試料番号

71904－1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

2
3
4
5
6
7、

8
9
10

11

12

71601

72601

72603

72505

72607

72801－1

〃　　2

〃　　3

岩　石　名

花尚岩質砂岩
濃　　泥　　岩
中粒ないし細粒砂岩

濃　　泥　　岩

花歯岩質砂岩
涙　　泥　　岩

花満岩質砂岩
濃　　泥　　岩、

花嵩岩質砂岩
凝　　灰　　岩

花崩岩質砂岩
凝

花

安

砂

漁

灰

尚

山

岩

岩

岩

岩

〃

泥　　岩
’花尚岩（風化）

花満岩質砂岩
角礫凝灰岩

野外測定値・

　・，（c．P．m）

／3・・（3・）

　　137（〃）

　　165（〃）

　　123（〃）

　－170（グ）

　　125（〃）

／・・8（〃）

120（〃）

110（〃）

90（〃）

71（53）

63（42）

30（26）

130（44）

120（〃）

100（〃）

室丙測定値

　（c。P．m）

43（23）

54（〃）

37（〃）

41（〃）

35（〃）

40（〃）’

38（の

38（〃）

3σ（〃）

35（〃）

31（〃）

39（〃）

28（〃）

26（〃）

31（〃）

23（〃）

25（〃）・

43（〃）

36（〃）

33（〃）

室内測定時の試
料表面と測定窓
との矩離（cm）

7
』
4

7
6
7．2

6．5

6
6
7
7
8
7．5

5
5
5
4
6
6．5

8
7．5

備 考

先第三系

〃

恩原層

註1）篁灘罎鞭縄號勲欝Monlt㏄／によ・・
　2）　（　）内は自然数　－

　3）　野外測定値は露頭に直接あてて測定した値

　4）室内測定の試料の大きさは約10cmx10cm
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村赤和瀬）と各露頭附近で測定した。両宿舎における自

然数はいずれも27c。p．m．前後である。

　1．4調査の精度

　地理調査所発行の5万分の1地形図および千分の1地

形図による概査である。

　本調査にあたつて，多大の御援助を賜わつた鳥取・岡

山両県当局，岡山県上斎原村助僕柳井利道氏，鳥取県三

朝町長坂出雅已氏に対し深く謝意を表する。，なお調査期

聞前半に鳥取県技師斎下康彦氏の御協力を得たことを附

記し，感謝の意を表する。．

2．位置および交通

　　調査区域尽鳥取県三朝町の一部と，岡山県上斎原村の

　北半部で，東西約7km，南北約6km，面積約40km2
　である。いわゆる人形峠は調査区域のほダ中央西端にあ

　つて，県道倉吉一津山街道が中国山脈を越えるところで，
ヂ

　鳥取市の南西方34km，倉吉市の南東方約16kmに位

　置する。

　　交通はあまり便利でなく，．鳥取県上井一岡山県津山間

　　（因美線）を国鉄バスが2往復しているほか，倉吉一人

　形峠間を民間バス（日の丸バス）1往復の運行がある

　だけである。自動車による所要時間は倉吉一人形峠間

　約1．5時間，津山一人形峠間は約2時間である。冬期は、

　積雪3mに及び，そのため自動車の運行は困難となつて，

　交通は杜絶するという。

3．地　　形

　調査地域は中国背稜山脈の一部で，その背稜部は1，000‘

m内外の標高を示すが，南に続く山地はいわゆる中国準

平原で，標高750m内外の高原地帯である。

　背稜山脈に源を発する恩原・中津河・赤和瀬・池河の

4河川は，水量はや＼豊富で南西あるいは南に流下し，

上斎原村石越附近で合して吉井川となる。恩原川は恩原

附近に貯水きれ，平作原発電所の発電用水となり，きら

にこの水は中津河・赤和瀬・池河の3川を合して上斎原、

発電所の発電用水となつている。

　　　　　　　　4．地　・質

　4．1　概　説（第、1～4図参照）

　当地域は先第三系および花嵐岩類と乳これらゑ不整合

に覆う恩原層一人形峠層・高清水層および安山岩類から

なつている。恩原・人形峠両層の直接の関係は不明であ

るが，第三紀末のほダ同時期に中国準平原上にあつた湖

底で生成きれたものであろう。ウランは人形峠層に含ま

れ，片山信夫らの調査によると，人形峠附近の露頭部に

おける平均品位はU　O，05～0，06％である。

　4．2各説
　4．2．1　先第三系

　調査地域の北東隅鳥取・岡山両県境附近に分布する。

砂岩・粘板岩の互層からなつていて，花闘岩によつて貫

ぬかれ，ホルンフエルス化している。中津河川上流の本・

層と花巌岩との接触部附近には小規模な硫化鉄鉱鉱床が

あつて往時探鉱きれたことがある。

　4．2。2　花嵐岩類

　中生代末ないし第三紀初めの遊入ときれている本岩類

は広範囲に分布し，第三系の基盤をなしている。こ㌧で』

は主として粗粒黒雲母花歯岩であるが，所によつては閃

雲花闘岩もある。本岩類は磁鉄鉱に富み，かづて数ヵ所

で山砂鉄として採掘きれたことがある。

　4．2．3　恩原層

　調査地域の北東部恩原部落附近に小範囲に分布する。

本層は泥岩を主とし，砂岩を従とする互層で，凝灰岩の

薄層を挾み，一部に層間異常あるいは偽層が認められる。、

この層間異常は恩原部落北方約500mの恩原川川岸にお

いてみられる。

　本層の泥岩および凝灰岩は多量の保存良好な植物化石

を含んでいる。その種類は第2表の通りである。これら

の植物化石から，本層の地質時代は上部中新世ないし下

部鮮新世とみなされる。・

　本層は準平原化した花闘岩類上の湖沼に堆積したもの

と推定きれ，その層厚は70～80皿で，おそらく100m

を超えることはないであろう。本層の走向はほダ南北で，

東または西に13～450傾斜するが，この傾斜は上記の層

間異常のあることから，地殼変動のために生じたもので

な＜，もともとある傾斜をもつて堆積したものではない

かと考えられる。

　今回の調査では本層には放射能強度の異常は認められ

なかつた。

　4・2・4　人形峠層

　本層は礫岩・砂岩・泓泥岩からなる含ウラン層で，倉

吉一津山を結ぶ県道に沿つて，県境（人形峠），から約100

m鳥取県側に寄つた切取りに露頭がある。その分布は主

として県道から北側で，範囲はあまり広くないものと思

われるが，地形上および高清水層の分布から，人形峠東

方地域（岡山県側）の丘陵性山地地帯にも本層が分布し

ている可能性がある。

　本層は全層厚2・8m内外の薄い地層で，L5～2，0n1の

基底礫岩層と約0，8mの砂岩・泓泥岩の不規則な互層か

らなつている。基底礫岩層の最上部5～18Cln，は褐鉄鉱

で膠結されているところがある（第2図参照）。

　基底礫岩の礫は花嵩岩・花歯斑岩・斜長流紋岩等であ
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第2表　恩原層および人形峠層産出植物化石一覧表
A・

C・

R・

・Abundant
・Co．mmon
・Rare

恩原
層

CONIFERAE
　Pinaceae

　A伽3sp，“cone・scale”

P58躍・1α吻sp．n・v．‘‘c・nescale”

　Pぎnz65　∫）α1α60P6nオ4∫》hツllα　sp．　novl

　Piceα・sp．　“seed，，

Taxodiaceae

　C％ηη痂9加”παρ70診o為oη歪5hあTANAI

　Cupressaceae

　Th％ゴαsp．

DICOTYLEDONEAE
Salicaceae

　・Poμ1％5漉洲απ4HuzloKA，et　SuzuK－

　Juglandaceae

　Cfr．Jz6glαn5s詑6014彪nαBI、uME

P枷雌ツ砂7・渉・プh・肋1宛sp・n・ヌ・

Betulaceae

　且lnz65　メ》70診oh歪プ5z6オα　ENDO

　・且．　　’〃zズoゾαρo漉o¢TANAI

　ヱ38珈1‘z少プoオ067”z‘znn乞ENDO

ごα7ρ伽5痂・6・雇伽HuetCHANEy

　C．　　P70∫・ノ砂oπ加ENDO
　σ・　　　　　nゴ汐ρonぎoαE尊DO

　C．　　πψρ・耽αENDo‘‘bractlet”

　Cl　・、　sp．

　C．　　　　　　sp．　“bractlet”

Fagaceae

　Fα9％5加1㈱‘ブ6n碗αOKUTsu

　F．　　sp，

　F，l　　　sp，　“cupula”

　F．　　　　sp．　“bad　scale”

R
R
C

R

R

C

C

’C

R
C
C
C
C
A
C
C

A
R
R
A

人形
峠層

R
C

C

、C

C

R

A
R

A
R

A

恩原
層

α67伽，勿1α60漉3伽1αsp．n・V．

Q．　　少プ・オ・46n鰯αsp．nov．

Q．　　少プoオoε877α厩sp。nov，

¢．．『　sp．

Ulmaceae

C8観5ゑ剛oわ観98αηαsp．nov．

U砺鉱5グoオoZα‘翻碗αsp．nov．

Zε昆o槻Un90万（E皿ING）

Lauraceae

Sα53α加5α3h蕗10KUTsu

Hゑmamelidaceae

H4〃z4〃z61づ3sp．

Rosaceae

P7観％5汐7・オ・∬∫・プ♂sp。n・v．

Leguminosae

　30少ho7α　〃zズoブαPoπぎ‘4　Hu　et　CHAN宜Y

Aceraceae

Ao67P41σ604宛601ゴo％”z　ENDO

且．　加1α804励・1加郷ENDO‘‘sam段ra”

　且．　　5％6／》∫o云z6”z　S五PORTA

且．　少70診05勧・1読σ郷sp．n・v．

且。　sp．cfr．ρα1郷4珈惚THuNBERG

S＆biaceae

ハ481乞05脚sp，

Cor1〔〕しaceae

伽・鍍・nsp．

StyracaceεLe

3卿砿ρoオoo伽吻sp．nov．
01eaceae

　F74∬∫πz65　sp．　nov．

C
C
C
R

C
R
A

C

R

C

C
R
C

C

R

人形
峠層

R
C
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鳥取．岡山而県境人形峠附近のウラジ鉱調査報告 （藤原清丸・、佐藤良昭・尾上亨）
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鳥取・商山而県境人形峠附近のウラン鉱調査報告　（藤原清丸・佐藤良昭・尾上亨）
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第4図地質断面図

るが，これらのうち斜長流紋岩が半ばを占めている。そ

の大ききは55×25cm以下5mm位までの亜角礫ない

し亜肖礫であるが115cm内外のものが最も多い。

　砂岩．・泓泥岩互層は，泓泥岩を主とし砂岩を従とする

ところ，あるいはその逆のとこ「ろもあつて，横への岩相

変化は著しい。砂岩は黄灰色を呈し，細粒～中粒で淘汰

度は低く，また未凝固である。泓泥岩は灰色～暗灰色で、

葉理が発達し，多量の保存良好な植物化石を産する。産

出植物化石は第2表の通りで，その地質時代は恩原層に

同じく後期中新世ないし初期鮮新世であろう。重鉱物組

成はこの堆積物がほとんど全部花嵐岩類および斜長流紋1

岩からもたらきれたことを示している註1）。

　人形峠における上記露頭部の諸資料，すなわち基底礫

岩の礫が亜角礫ないし亜円礫であること，砂岩の淘汰度

が低いこと，游泥岩が葉理に富み植物化右を多産するこ．

と等から，，本層は第三紀末期に準平原化した花嵐岩上の

湖沼に水流や波浪の影響をあまり受けないで静かに堆積

したものであろう。

　人形峠の露頭部における放射能強度は第2図のとおり・

で，120～600c．p．m．．を示し，最下部の基底礫岩の部

分よりも上部の砂岩・湧泥岩の部分が強い。

　4．2．5　高清水層

　本層は人形峠層に整合に重なる層厚20～100mの地層

で，凝灰質礫岩・花嵩岩質砂岩・凝灰質游泥岩φ不規則

な互層である。標高800一イ950mの山腹に分布し，人形

峠と恩原部落の小区域』を除いては基盤の花嵐岩類上に直

接のつている。本層はその分布上からみると南東方に僅

かに傾斜している。恩原層と本層との関係は露出不良の

ために確認し得なかった。

　今回の調査では本層には放鮒能強度の異常は認夢られ

なかつた。

　4．2．6　安山岩類、

　本岩類は高清水層の堆積末期に噴出したもので，高清

水層上にのつているところが高清水三角点（標高975．6

皿）の南方！00mの崖において確認される。

　本岩類には普通輝石撒騰石安山岩と紫蘇輝石安山岩と

の2種類が認められるが，本調査においてはこれらの噴

出箇所および前後関係は明らかにし得なかつた。

　4。3　地質構造

　恩原一人形峠両層は，既述のように準平原化した花嵐

岩類上のあまむ規模の大きくない湖に堆積したもの≧推、

測される。恩原層と人形峠層とはほダ同時期の堆積と思

われるが，直接の関係は木明である。なお既述したよう

に恩原層は走向ほ買南北で，東または西に13～45。傾斜

するが，本層には層聞異常あるいは偽層が認められるの

で，上記の傾斜が真の傾斜であるかどうかは疑問がある。

　人形峠層はほとんど水平層で，今回の調査では断層は

認められなかった。’

　恩原一人形峠両層の堆積に引き続いて，高清水層がほ

買水平に堆積している。

5．鉱　　床

　燐灰ウラン鉱（且utunite）を含ウラン鉱物とする鉱床

は人形峠層そのものであつて，片山信夫註2）の調査結果

によると，人形峠の露頭部におけるウラン含有率はα02

～0．13％で，’平均品位は0．05～0・06％である。

　本調査においては，その露頭部の詳細な調査は片山信

夫らによつて実施きれたので，試料は採取しなかつた。

6．結　　論

註1）岡山犬学三朝温泉研究所主催学術談話会（昭和

　31年7月31日）における東大片山信夫の講演

　当地域には恩原層一人形峠層・高清水層等の堆積層が

あるが∫放射能強度の異常は人形峠層のみに認められ，

他の地層には認められなかつた。人形峠層は層厚2．8m

内外で，全層にわたつてウランが含有きれている。

註2）片山信夫：人形峠のウラン鉱床に関するメモ（未

　公表），1956
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　現在，人形峠層が確認されているのは人形峠の露頭だ

けであるが，地形上および高清水層の分布から，1同層は

さらにその東方地域（岡山県側）に分布しているものと．

予想される。よつて今後この地域を精査する必要があ

る。他面人形峠の傾斜方向の発達状況を知るために，人

形峠北方の山腹から深度50m前後の試錐を実施するこ

とが望ましい。　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　（昭和31年7～8月調査）
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